
日本大学学生が海上自衛隊基地を見学

陸自幹部自衛官の登竜門を見学

「海自横須賀基地見学ツアー」に参加

学
生
３
０
名
の
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
見
学
を
支
援

観
を
見
学
し
た
後
、
談
話
室
に
お
い
て
海
上
自
衛
隊
及

隊
や
艦
艇
の
細
部
に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
を
す
る
姿
も

す
る
機
会
を
活
用
し
、
多
く
の
学
生
に
そ
の
魅
力
を
伝

当
日
は
、
横
須
賀
基
地
内
に
停
泊
し
て
い
る
海
上
自

て
見
聞
き
す
る
潜
水
艦
の
姿
や
勤
務
に
、
学
生
た
ち
は

人
家
族
居
住
地
区
を
見
学
し
、
近
隣
に
あ
る
記
念
艦

見
ら
れ
た
。

に
乗
艦
し
、
隊
員
か
ら
丁
寧
な
説
明
を
受
け
な
が
ら
艦

し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
自
衛
隊
を
志
望
し
て
い
る
学

隊
を
目
指
す
優
秀
な
志
望
者
獲
得
に
向
け
邁
進
し
て
い

１
等
陸
佐
）
は
、
１
０
月
４
日
（
火
）、
日
本
大
学
の

衛
隊
第
２
潜
水
隊
群
の
潜
水
艦
「
こ
く
り
ゅ
う
」
の
外

興
味
深
く
関
心
を
持
っ
た
様
子
で
あ
っ
た
。

生
も
お
り
、
自
身
の
将
来
の
姿
に
重
ね
合
わ
せ
て
自
衛

「
三
笠
」
の
見
学
も
あ
わ
せ
て
行
っ
た
。

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
自
衛
隊
の
現
場
を
直
接
見
学

し
た
。

び
潜
水
艦
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
受
け
る
と
、
初
め

そ
の
後
、
バ
ス
で
移
動
し
な
が
ら
米
軍
基
地
内
の
軍

く
。 午

後
は
横
須
賀
基
地
に
お
い
て
護
衛
艦
「
は
た
か
ぜ
」

橋
、
機
関
室
、
甲
板
等
艦
艇
内
の
施
設
や
装
備
を
見
学

え
て
い
く
と
と
も
に
、
情
熱
と
高
い
志
を
持
っ
て
自
衛

の
２
日
間
、
陸
上
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校
（
福
岡
県

補
生
と
し
て
採
用
予
定
の
者
に
対
し
て
、
将
来
目
指
す

１
日
目
は
、
一
般
大
学
を
卒
業
し
幹
部
候
補
生
学
校

る
こ
と
が
で
き
る
我
が
校
へ
の
入
校
を
待
っ
て
い
る
」

入
校
日
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
全
面
的
な
支
援
に
努
め
て

同
期
と
な
る
８
１
名
が
絆
を
深
め
た
。

ら
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」「
来
年
入
校
す
る
た

を
引
率
し
て
参
加
し
た
。

う
こ
と
と
同
期
生
と
な
る
参
加
者
同
士
の
親
睦
を
深
め

生
活
等
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
質
疑
応
答
を
行
う
と
と

隊
を
研
修
す
る
機
会
を
活
用
し
て
入
隊
予
定
者
の
疑
問

参
加
者
か
ら
は
「
幹
部
候
補
生
が
ど
の
よ
う
な
理
念

戦
術
教
育
実
習
等
実
際
の
訓
練
の
様
子
を
見
学
し
た
他
、

昭
陸
将
補
は
「
幹
部
は
部
隊
団
結
の
核
心
で
あ
る
。
部

聞
か
れ
た
。

１
等
陸
佐
）
は
、
１
０
月
４
日
（
火
）
と
５
日
（
水
）

こ
の
研
修
は
、
来
年
３
月
に
陸
上
自
衛
隊
の
幹
部
候

て
も
ら
う
事
を
目
的
と
し
て
い
る
。

下
の
心
を
惹
き
つ
け
る
能
力
と
そ
の
魅
力
を
身
に
つ
け

や
不
安
感
等
を
解
消
し
、
安
定
し
た
気
持
ち
で
入
隊
・

も
に
、
参
加
者
同
士
の
懇
親
会
が
開
か
れ
来
年
４
月
に

の
も
と
教
育
を
受
け
て
い
る
の
か
を
学
校
の
雰
囲
気
か

久
留
米
市
）
研
修
に
、
県
内
か
ら
の
採
用
予
定
者
３
名

幹
部
自
衛
官
へ
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
も
ら

に
入
校
し
た
現
役
学
生
と
の
懇
談
を
行
い
、
入
校
後
の

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
全
国
の
各
自
衛

と
参
加
者
へ
激
励
の
言
葉
を
送
っ
た
。

２
日
目
は
、
入
校
学
生
の
生
活
環
境
、
英
語
教
育
や

学
校
長
に
よ
る
講
話
が
行
わ
れ
た
。
学
校
長
・
大
庭
秀

め
の
心
の
準
備
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
率
直
な
意
見
が

対
象
者
等
を
対
象
に
行
わ
れ
た
「
海
上
自
衛
隊
横
須

い
て
概
要
説
明
を
受
け
た
後
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
港
内

が
出
来
な
い
多
く
の
艦
艇
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で

で
あ
っ
た
。

す
る
近
藤
薫
３
等
海
曹
（
焼
津
水
産
高
校
出
身
）
か

努
め
て
い
く
。

等
１
４
名
を
引
率
し
て
参
加
し
た
。

護
衛
艦
「
い
ず
も
」
や
南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」
の

ま
た
、
護
衛
艦
「
や
ま
ぎ
り
」
と
「
ゆ
う
ぎ
り
」

直
接
見
学
出
来
る
機
会
を
活
用
し
、
学
生
の
自
衛
隊

の
勤
務
等
に
つ
い
て
の
丁
寧
な
説
明
も
行
わ
れ
た
。

働
い
て
い
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
海
上
自
衛
隊

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博

之
１
等
陸
佐
）
は
、
１
０
月
１
６
日
（
日
）、
募
集

当
日
は
、
海
上
自
衛
隊
の
組
織
や
業
務
内
容
に
つ

ほ
か
、
潜
水
艦
や
補
給
艦
等
、
普
段
目
に
す
る
こ
と

や
艦
艇
で
の
勤
務
に
強
い
興
味
を
抱
い
て
い
る
様
子

の
艦
艇
見
学
も
実
施
さ
れ
、「
や
ま
ぎ
り
」
に
勤
務

に
対
す
る
理
解
促
進
や
入
隊
予
定
者
の
不
安
解
消
に

賀
基
地
見
学
ツ
ア
ー
」
に
、
入
隊
予
定
者
及
び
学
生

を
一
周
す
る
体
験
航
海
を
行
っ
た
。
日
本
最
大
級
の

き
、
参
加
者
は
興
奮
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
働
く
現
場
を

ら
、
訪
れ
た
母
校
の
後
輩
に
対
し
て
装
備
品
や
船
で

見
学
し
た
在
校
生
た
ち
は
、
母
校
の
先
輩
が
実
際
に

い
く
。


